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本学の前身である大東文化協会は、明治時代の西洋
偏重を是正し、漢学を中心に東洋文化の振興を図るた
め、1923年に帝国議会の決議で創設されました。建学
の精神は、「漢学（特に儒教）を中心として東洋の文化を
教授・研究することを通じて、その振興を図ると共に、
儒教に基づく道義の確立を期し、更に東洋の文化を基
盤として西洋の文化を摂取吸収し、東西文化を融合し
て新しい文化の創造を目ざす」としています。

1949年に新制大学として、文政学部（日本文学専攻・
中国文学専攻・政治経済学専攻）の1学部3専攻でスタ
ートしてからこれまで、文学部、経済学部、外国語学部、
法学部、国際関係学部、経営学部、環境創造学部、スポー
ツ・健康科学部を設置し、現在8学部を擁する総合大学
として発展してきました。

建学の精神を直接反映した教育としては、初年次教
育の全学共通科目に、自校史を教える授業を設けてい
るほか、「論語」という授業を開講し、礼儀やマナーを重
視する儒教の精神を教えています。また、文学部の日
本文学科、中国文学科では、日本と中国の古典を教育・
研究しており、書道学科では、中国や日本の古い書を学
び今の書に生かしています。さらに国際関係学部でも、
東アジアから中東までのアジア地域を教育・研究の領
域としています。

キャンパスは埼玉県東松山市と都内板橋区高島平の
2カ所にあり、合計約1万2000人の学生が学んでいます。
東松山キャンパスは全学部の初年次生、2年次生の教
育を担っています。その後、国際関係学部とスポーツ・
健康科学部は引き続きここで学び、4年間一貫教育を行
っています。その他の学部は3年生になると板橋キャ
ンパスに移りますが、2つのキャンパスで過ごすことの
メリット、すなわち学部・学科を超えて1カ所で学び、大
学生としての基礎を身につけるための東松山キャンパ
ス、社会人になるための2年間を過ごす板橋キャンパ
スというメリットを意識して4年間の教育体系を構築
しています。

学長予算プロジェクトで教育改革を推進

昨年度、学長予算の全学プロジェクト事業として、学
生と教員、それぞれに対してアクティブ・ラーニングを

推進するための事業をスタートさせました。
学生に対しては、2016年9月に、全学部の1年生を対

象に「ALを加速する学生リーダー育成プログラム」を
実施しました。授業や課外活動に主体的に取り組んで
いける学生リーダーを育成するために、各学部から選ば
れた95人の学生を、5つのクラスに分け、さらに1クラス
に1チームあたり6・7人のチームを数チーム編成して、
グループワークを中心としたプログラムを行いました。

教員に向けては、アクティブ・ラーニングの必要性や
有効性の理論を学ぶ講座と、さまざまな事例から具体
的な手法を学ぶ講座という理論と実践の二種の学習機
会を設けました。また、専任教員を対象にアンケート
調査を実施し、学内のアクティブ・ラーニングに関する
現状と課題の把握に努めました。

今年度も「初年次教育の改革」をテーマに、アクティブ・
ラーニングを中心にした教育改革をさらに推し進めます。

この学長予算プロジェクトは、初年次教育の改革と
いうことだけでなく、全学から集まった教職員が協働し
て企画・運営に取り組んでいますので、教職協働の機会
にもなっています。また、教員にとっても授業運営のあ
り方を研究することがFDにつながっています。さら
に、職員にとっては、これらのプログラムの運営に関わ
ることが部署の業務を超えたSDにもなっています。

教職教育の強化

本学の大きな特徴として、教職を目指す学生が多い
ということが挙げられますが、それらの学生をサポー
トするため、従来の教職課程等事務室を改組し、キャリ
アセンターにあった教職の就職支援機能を移行して、
全学的組織である「教職課程センター」を2016年4月に
設立しました。

センターでは、教員養成科目のカリキュラム構成か
ら教育実習、教員採用試験まで、教職における入口から
出口までをトータルにサポートしています。さらには、
質の良い教員養成教育を行うための授業運営、教員の
教職教育に関する研究を全面的に支援しています。

設立してまだ1年しか経っていませんが、既に資格
を取る学生が増え、教員採用数も目に見えて伸びてい
ます。今後はこれを飛躍的に伸ばし、本学の特徴であ

る教員養成をさらに強化したいと考えています。

1学部3学科の新設　 
看護学科、歴史文化学科、社会学部・社会学科

2018年4月には、スポーツ・健康科学部に「看護学科」、
文学部に「歴史文化学科」、新たな9つ目の学部となる
社会学部に「社会学科」の3つの学科を新設する予定で
す。歴史文化学科と社会学科は、本学の3つのポリシ
ーを見直す中で、本学の建学の精神を直接的に引き継
ぐ人文科学、社会科学の学科を強化しようという意図
に基づいて新設するものです。

看護学科は、少子高齢化の進行、看護師の不足といっ
た社会的ニーズに応えて新設するものですが、人を看
る＝理解するという観点から、建学の精神に基づいて、
また文系中心の総合大学の理系学科という特徴を生か
し、自然科学の知識と人文社会科学の教養を身につけ
た全人的な人格を有した看護師の養成を目指します。

建学の精神、教育の理念を見据えた 
大東文化大学の「再生」

本学は2023年に創立100周年を迎えます。2014年2
月には、本学初の総合的な中期計画として100周年に
向けた大学の将来像を描いた「DAITO VISION 2023」
を策定しました。今後のさまざまな取り組みが100周
年に向けて行われていくことになります。

現在、建学の精神、教育の理念に立ち返り、大東文化
大学の特徴を改めて認識し、それを前面に打ち出した
教育を行うために、各学部・学科の3つのポリシーを見
直しています。

2月には教職員約100人が集まって3つのポリシーの
ブラッシュアップとカリキュラムマップを作る理論学習
とワークショップを行いました。そこで学んだことを踏
まえて、2017年の秋には、3つのポリシーのブラッシュア
ップを実施し、カリキュラムマップを作成する予定です。

建学の精神、教育の理念に照らして、各学部・学科が
育てる人間像（=DP）を設定し、それを実現するための
教育課程（=CP）を編成し、最終的にはそれらに合った
入学者の受け入れる方針（=AP）を決定し、大東文化大
学の「再生」を目指します。�
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